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要　旨　本研究では，学校支援地域本部事業における学校支援ボランティアを対象に，ボラ
ンティア活動中の心理的欲求の充足経験が動機づけに及ぼす影響を検討した。パス解析の結
果，学校支援ボランティアの動機づけには，心理的欲求の充足経験が関連していることが示
された。以上の結果から，ボランティア活動のなかで，①特技を生かし，自己決定感をもて
るかたちで担当を割り振ること，②生徒との交流を増やすこと，の必要性が示唆された。
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問題と目的

　近年，学校と地域とのつながりが重視されて
いる。学校を地域のなかに位置づけ，両者の連
携のなかで子どもの学習や発達を支えていくこ
とが求められている。そのなかで，学校の教職
員やPTAとともに，重要な役割を果たすのが
学校での活動に参画する学校支援ボランティア
である。本研究では，学校支援ボランティアの
動機づけを支える心理的要因について検討す
る。

学校支援地域本部事業の概要と成果
　学校と地域との連携を推進しようとする試み
として学校支援地域本部事業がある。学校支援
地域本部事業は，平成20年度からはじまった文
部科学省の委託事業であり，地域住民をボラン
ティアとして派遣することで，学校での様々な
活動を支えようとするものである。地域コー
ディネーターを中心として学校支援地域本部が
設置され，地域住民が学校支援ボランティアの
かたちで学校での活動に参画する。文部科学省
（2008）は，ボランティア活動の内容として，
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アとして活動する地域住民にとっても有意義な
ものであるといえる。

学校支援ボランティアの動機づけ
　学校支援地域本部事業は，学校にかかわろう
という地域住民の意欲に支えられて継続されて
いる事業であるといえる。学校支援地域本部事
業では，学校側の受け入れ態勢や地域コーディ
ネーターのマネージメント力が必要であると同
時に，地域住民の積極的な学校への関与と自発
的な参加が不可欠な要素となる。そのため，学
校支援地域本部事業を継続していくうえでは，
学校支援ボランティアが学校での活動に参画
し，学校を支えることに対して高い動機づけを
維持していることが必要である。
　しかし，学校支援地域本部事業に関するいく
つかの報告をみると，学校支援ボランティアが
動機づけを維持するのが必ずしも容易ではない
ことが推察される。たとえば，深尾・山崎・中
川（2011）の調査では，学校支援経験のある地
域住民はない地域住民よりも今後の学校支援の
意思が強かったものの，学校支援経験のある地
域住民の約20％が今後の支援活動に対して否定
的な意見をもっていることが示された。また，
時岡他（2012）の調査では，今後の事業継続に
とってマンネリ化しない工夫が必要であるとい
う意見が学校支援ボランティアから出されてい
る。これらの知見は，学校支援ボランティアの
多くは高い動機づけを維持しているものの，な
かには動機づけや意欲を低下させている学校支
援ボランティアも少なからず存在することを示
唆している。
　学校支援地域本部事業は，ボランティアとし
て自発的かつ積極的に学校にかかわろうとする
地域住民の力によって支えられている部分が大
きい。そのため，学校支援ボランティアの動機
づけに影響する要因を明らかにし，動機づけを
維持していくための方策を立てることが事業の
継続にとって不可欠であるといえる。

自己決定理論における心理的欲求の役割
　本研究では，学校支援ボランティアの動機づ

①学習支援活動，②部活動の指導，③校内の環
境整備，④登下校時の子どもの安全確保，⑤学
校行事の運営支援を挙げているが，実際には学
校や地域のニーズあるいは特色に応じて，多様
な活動が展開されている（高橋，2011）。
　学校支援地域本部事業に取り組んでいる学校
では，様々な面での教育効果が得られている。
たとえば，文部科学省（2010）による調査では，
学校支援地域本部事業の実施校と未実施校とを
比較したところ，実施校での効果として学力や
コミュニケーション力の向上がみられたことを
報告している。また，山崎・中川・深尾（2010）
は，学校支援地域本部事業を実施している小中
学校の児童・生徒を対象とした調査の結果をも
とに，地域からの支援が子どもの学校生活の楽
しさを促すことを示している。さらに，大久
保・時岡・平田・福圓・江村（2011）は，学校
支援地域本部事業を実施している中学校におい
ては，実施していない中学校に比べて，生徒が
自分の学級や学校の荒れの程度を低く感じてい
ることを明らかにしている。このように，学校
支援地域本部事業は，子どもの学習面から学校
の環境的側面まで，幅広く肯定的な効果をもた
らし得るものといえる。
　学校支援地域本部事業は，学校を取り巻く地
域や学校支援ボランティアとして参画する地域
住民の側にも肯定的な影響をもたらすことが想
定されている。文部科学省（2008）は，学校支
援地域本部事業のねらいとして，地域住民が自
らの学習成果を生かす場が広がるという生涯学
習としての側面に言及している。実際，いくつ
かの調査からも地域住民に対する肯定的な影響
が示されている。たとえば，時岡・大久保・平
田・福圓・江村（2011）では，学校支援地域本
部事業に参加した地域住民において，「自分た
ちが元気になった」「生きがいを感じるように
なった」等の質問に対して６割以上が肯定的な
回答をしていた。ボランティア活動が自分の生
きがいになるという効果は，中川・山崎・深尾
（2010）でもみられている。学校支援地域本部
事業におけるボランティア活動は，学校や子ど
もにとってだけではなく，学校支援ボランティ
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けに影響を及ぼす心理的要因を捉える枠組みと
して自己決定理論（self-determination theory: 
Deci & Ryan, 2000）を取り上げる。自己決定
理論は，自己決定性を核として様々な活動領域
における動機づけを包括的に捉える理論であ
る。自己決定理論の下位理論である基本的欲
求理論（basic psychological needs theory）で
は，人が自律性，有能感，関係性という３つ
の心理的欲求をもっていることを想定してい
る。自律性の欲求（need for autonomy）は，
自身の行動を自ら決定し，行動の起源でありた
いという欲求である。有能感の欲求（need for 
competence）は，活動において自身の能力や
有能さを感じたいという欲求である。関係性の
欲求（need for relatedness）は，他者と親密
なつながりをもちたいという欲求である。これ
ら３つの心理的欲求が満たされるとき，人は当
該の活動に対して積極的に取り組むことができ
るとされている。
　心理的欲求の充足が重要な役割を果たすこと
は多くの実証研究から明らかにされている。日
常生活において，３つの心理的欲求が充足され
る経験をすることで，肯定的な感情や精神的健
康が高まることが示されている（Milyavskaya, 
Gingras, Mageau, Koestner, Gagnon, Fang, 
& Biché, 2009; Reis, Sheldon, Gable, Roscoe, 
& Ryan, 2000）。 た と え ば，Kasser & Ryan
（1999）は，高齢者施設に居住する利用者に
おいて，施設内での自律性や関係性の感覚が
生活満足度を高めていることを報告してい
る。また，Deci, Ryan, Gagné, Leone, Usunov, & 
Kornazheva（2001）は，一般の会社員において，
日々の仕事のなかでの心理的欲求の充足が職務
への積極的な取り組みを促すことを明らかにし
ている。

自己決定理論からみた学校支援ボランティアの
動機づけ
　自己決定理論の枠組みにもとづくならば，学
校支援地域本部事業における学校支援ボラン
ティアにとっても，心理的欲求が満たされる
ような経験が重要であると考えられる。Gagné

（2003）は，大学生において，ボランティア活
動中に心理的欲求が満たされる経験をしている
ものほど，ボランティア活動に対する心理的な
関与の度合いが高く，実際にボランティアに費
やす時間が多いことを報告している。学校支援
ボランティアにおいても，ボランティア活動の
なかでの心理的欲求が満たされる経験が，動機
づけを支えるうえで重要な役割を果たしている
と考えられる。すなわち，ボランティア活動に
おいて，自律的に活動に取り組んでいるという
感覚や，自身の能力を発揮できているという感
覚，他者と親密にかかわることができていると
いう感覚をもてるとき，学校支援ボランティア
は動機づけを維持できるのである。
　学校支援地域本部事業でのボランティア活動
においては，関係性の欲求を満たし得る他者と
して，生徒，学校教員，他の学校支援ボラン
ティアの三者を考えることができる。ボラン
ティア活動のなかで，生徒や教員，他の学校支
援ボランティアと積極的にかかわり，親密さや
情緒的なつながりを感じることで，ボランティ
アに対する動機づけが高まると考えられる。た
だし，三者のそれぞれで動機づけに対する影
響は異なる可能性がある。La Guardia, Ryan, 
Couchman, & Deci（2000）は，重要な他者と
の関係における欲求の充足が愛着を介してウェ
ルビーイングに及ぼす影響を検討し，両親や友
人など人物によってその効果が異なることを明
らかにしている。本研究では，生徒，教員，他
の学校支援ボランティアの三者を区別したうえ
で，関係性欲求の充足が学校支援ボランティア
の動機づけに及ぼす影響を検討する。

本研究の目的
　本研究では，学校支援地域本部事業における
学校支援ボランティアを対象に，ボランティア
活動中の心理的欲求の充足経験が動機づけに及
ぼす影響を検討する。ボランティア活動におい
て，自律性，有能感，関係性という心理的欲求
が満たされるほど，学校支援ボランティアの動
機づけが高まると予想される。なお，学校支援
ボランティアの動機づけには，ボランティア活
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動を通して学校に貢献したいという動機づけと
ボランティア活動そのものに対する動機づけの
２つの側面があり得る。前者のボランティア
活動を通して学校に貢献したいという動機づ
けは，これまでの学校支援地域本部事業に関
する調査で検討されてきた側面であり（深尾
他，2011），事業の目的の本質的な部分にかか
わるものである。一方で，後者のボランティア
活動に対する動機づけは，学校支援ボランティ
アとして参画する地域住民にとっての効果や生
涯学習的な観点から検討すべき側面である。岩
崎・松永（2011）は，生涯学習活動の有無やそ
の内容が学校支援に対する意識に影響している
ことを報告しており，ボランティア活動そのも
のに対する動機づけが学校支援ボランティアと
して参画する意欲を支えている部分もあると考
えられる。また，学校種に関して，小学校に比
して中学校での学校支援地域本部事業の取り組
みやその成果の検証が少ないことが指摘されて
おり（時岡・大久保・岡田，2013），中学校に
おける事業のあり方についての検証が必要であ
ると考えられる。本研究では，中学校における
学校支援地域本部事業を対象に，学校支援ボラ
ンティアが動機づけを保ち，積極的に取り組む
ための条件について示唆を得ることを目的と
し，心理的欲求の充足が動機づけの２つの側面
に及ぼす影響について検討する。

方法

調査協力者
　Ａ県内の３つの中学校において，学校支援地
域本部事業として学校にかかわっている学校支
援ボランティア120名に質問紙への回答を求め
た。回答が得られたもののうち心理尺度の回答
に欠損値がみられた対象者のデータを省き，最
終的に87名（男性39名，女性47名，無回答１
名）の回答を分析対象とした。対象者の年齢帯
は，20代が３名（3.53％），30代が３名（3.53％），
40代が14名（16.47％），50代が17名（20.00％），
60代が28名（32.94％），70代が20名（23.53％）
であり，平均年齢は59.25歳（SD＝12.83）であっ

た。対象者のうち，有職者は33名，無職もしく
は主婦が44名であった（無回答は10名）。
調査時期
　2013年３月に調査を実施した。
質問紙
　参加しているボランティア活動　参加してい
るボランティア活動として，①読み聞かせ（司
書補助），②登下校安全，③環境整備，④学習
支援，⑤部活動支援，⑥ゲストティーチャー・
地域や学校行事の支援から選択してもらった。
　ボランティア活動における心理的欲求の充
足　ボランティア活動における心理的欲求の
充足について，自己決定理論における３つの
心理的欲求に関する概念的定義（Deci & Ryan, 
2000; Vallerand & Ratelle, 2002）や心理的欲
求の充足尺度（Gagné, 2003; 大久保・長沼・青
柳，2003）をもとに作成した。動機づけ研究を
専門とする２名の大学教員が協議をし，ボラン
ティア活動のなかで３つの心理的欲求が充足さ
れる経験を測定する項目を作成した。作成にお
いては，概念的定義や先行研究の項目を踏まえ
つつ，学校支援ボランティアの現状に即した自
然な表現になるように留意した。自律性の欲求
は，「自身の行動の起源でありたいという欲求」
（Vallerand & Ratelle, 2002, p.48）であり，「毎
日の生活で自分らしくいられると感じる」「た
いてい自分の意見や考えを自由に表現できてい
ると思う」などの項目で測定される。有能感の
欲求は，「望ましい結果を生みだしたり，望ま
しくない結果を避けたりすることにおいて有能
であると感じられるように，環境と効果的にか
かわりたいという欲求」（Vallerand & Ratelle, 
2002, p.48）であり，「自分が何かをしていると
きには，周りの人は上手だと言ってくれる」「毎
日の生活において，自分の能力を示す機会があ
まりない（逆転項目）」などの項目で測定され
る。関係性の欲求は，「重要な他者とつながり
をもちたいという欲求」（Vallerand & Ratelle, 
2002, pp.48－49）であり，「知り合いになった
人とはうまくやっている」「自分の周りにいる
人のことが好きだ」などの項目で測定される。
これらをもとに，それぞれの欲求の充足につい
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て３項目ずつを作成した（Table 1）。なお，関
係性の欲求については，生徒との関係，教師と
の関係，他の学校支援ボランティアとの関係を
弁別した。結果的に５下位尺度各３項目の合計
15項目を作成した。各項目に対して，「１：感
じなかった」から「５：感じた」の５件法で回
答を求めた。
　ボランティア活動を通した学校貢献に対する
動機づけ　中川他（2010）を参考に，ボランティ
ア活動を通した学校貢献に対する動機づけを測
定する３項目を作成した（「ボランティア活動
を通じて学校の役に立ちたい」「ボランティア
活動を通じてよりよい学校を作っていきたい」
「ボランティア活動を通じて学校を支えていき
たい」）。各項目に対して，「１：あてはまらな
い」から「５：あてはまる」の５件法で回答を
求めた。
　ボランティア活動に対する動機づけ　Gagné
（2003）のボランティア活動への取り組みを測
定する項目を参考に，ボランティア活動そのも

のに対する動機づけを測定する３項目を作成し
た（「今後も積極的にボランティア活動に参加
したい」「今後もボランティア活動に一生懸命
取り組んでいきたい」「ボランティア活動にで
きるだけ多くの時間を割きたい」）。各項目に対
して，「１：あてはまらない」から「５：あては
まる」の５件法で回答を求めた。

結果

参加しているボランティア活動
　参加しているボランティア活動について集計
した。それぞれのボランティア活動に参加した
人数は，読み聞かせ（司書補助）が15名，登下
校安全が42名，環境整備が32名，学習支援が32
名，部活動支援２名，ゲストティーチャー・地
域や学校行事の支援が16名であった。１つのボ
ランティア活動のみに参加しているものは51
名，２つ以上のボランティア活動に参加してい
るものは34名であった（無回答２名）。

Table 1　ボランティア活動における心理的欲求の充足尺度の記述統計量と確認的因子分析の結果
Mean SD 因子負荷量

自律性欲求の充足
　自分のやりたいことをやれている 3.22 0.97 .88
　自分の意見や考えを自由に表現できている 3.24 0.96 .85
　自分らしさを出せている 3.36 0.95 .82
有能感欲求の充足
　自分の知識や経験を役立てられている 3.34 0.91 .96
　自分の得意分野や特技を活かすことができている 3.22 0.92 .89
　自分の力を十分に発揮できている 3.23 0.83 .83
生徒との関係性欲求の充足
　生徒たちとよい関係を築けている 3.46 0.93 .89
　生徒たちとたくさん会話ができている 3.38 1.07 .86
　生徒たちとのかかわりが楽しい 3.87 0.85 .65
教員との関係性欲求の充足
　学校の先生たちとよい関係を築けている 3.43 0.90 .93
　学校の先生たちとたくさん会話ができている 3.44 0.90 .93
　学校の先生たちとのかかわりが楽しい 3.40 0.96 .86
他の学校支援ボランティアとの関係性欲求の充足
　他のボランティアの人たちとよい関係を築けている 3.71 0.96 .95
　他のボランティアの人たちとのかかわりが楽しい 3.66 0.99 .94
　他のボランティアの人たちとたくさん会話ができている 3.79 0.93 .89
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尺度構成
　ボランティア活動における心理的欲求の充
足15項目について，記述統計量を算出した
（Table 1）。平均値±1SDを基準に天井効果と
床効果を検討したところ，いずれの項目も可能
得点範囲内であり，天井効果も床効果もみら
れなかった。そこで，理論的に想定される5因
子を潜在変数とする確認的因子分析を行った
（Table 1）。因子間にはすべて共分散を想定し
た。パラメータの推定は最尤推定法で行った。
適合度について，χ２値は有意であったものの

（χ２（80）＝114.99, p＜.01），CFI＝.97，RMSEA
＝.07と十分な値を示したため，５因子解が妥
当であると判断した。３項目ずつのα係数を算
出したところ，α＝.84～.95と高い信頼性を有
することが示された。それぞれ３項目ずつの加
算平均を下位尺度得点とした。
　ボランティア活動を通した学校貢献に対する
動機づけの３項目についてα係数を算出した
ところ，.90と高い値を示した。また，ボラン
ティア活動に対する動機づけの３項目について
α係数を算出したところ，.87と高い値を示し
た。そのため，前者３項目の加算平均を学校貢
献に対する動機づけ，後者３項目の加算平均を
ボランティア活動に対する動機づけとした。

ボランティア活動における心理的欲求の充足と
動機づけとの関連
　ボランティア活動における心理的欲求の充足
と学校貢献に対する動機づけ，ボランティア
活動に対する動機づけの相関係数を算出した

（Table 2）。次に，学校貢献に対する動機づけ
とボランティア活動に対する動機づけのそれぞ
れに関連する心理的欲求の側面を明らかにする
ために重回帰分析を行った。説明変数間に強い
相関がみられる部分があったため，変数選択は
ステップワイズ法によって行った。その結果，
学校貢献に対する動機づけには，生徒との関
係性欲求の充足（β＝.39, p＜.001）と自律性欲
求の充足（β＝.25, p＜.05）が有意な関連を示
した。２変数による説明率は29％であった（F

（2,84）＝17.29, p＜.001）。ボランティア活動に
対する動機づけには，生徒との関係性欲求の充
足（β＝.44, p＜.001）と有能感欲求の充足（β
＝.27, p＜.01）が有意な関連を示した。２変数
による説明率は36％であった（F（2,84）＝23.82, 
p＜.001）。
　心理的欲求の充足が学校貢献に対する動機づ
けとボランティア活動に対する動機づけに影響
するモデルを想定し，SEMによるパス解析を
行った。重回帰分析の結果をもとに，心理的欲
求の充足は，自律性欲求の充足，有能感欲求の
充足，生徒との関係性欲求の充足を取り上げ
た。各概念に対応する潜在変数を想定し，そ
れぞれ３項目を観測変数とした。分析には項
目間の分散共分散行列を用い，パラメータの
推定は最尤推定法によって行った。適合度に
ついて，χ２値は有意ではあったものの（χ２

（82）＝126.96, p ＜ .001），CFI ＝ .96，RMSEA
＝.08と十分な値を示したため，モデルを採択
した（Figure 1）。自律性欲求の充足（γ＝.37, 
p＜.001）と生徒との関係性欲求の充足（γ＝.26, 

Table 2　変数間の相関係数と記述統計量

　 1 2 3 4 5 6 Mean SD

1．自律性欲求の充足 　 　 　 　 　 　 3.27 0.87
2．有能感欲求の充足 .83＊＊＊ 3.26 0.83
3．生徒との関係性欲求の充足 .43＊＊＊ .38＊＊＊ 3.57 0.83
4．教員との関係性欲求の充足 .36＊＊＊ .43＊＊＊ .47＊＊＊ 3.42 0.86
5．他の学校支援ボランティアとの関係性欲求の充足 .51＊＊＊ .43＊＊＊ .59＊＊＊ .54＊＊＊ 3.72 0.91
6．学校貢献に対する動機づけ .41＊＊＊ .37＊＊＊ .49＊＊＊ .40＊＊＊ .40＊＊＊ 3.98 0.72
7．ボランティア活動に対する動機づけ .44＊＊＊ .44＊＊＊ .55＊＊＊ .41＊＊＊ .45＊＊＊ .78＊＊＊ 3.73 0.79
＊＊＊p＜.001
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p＜.05）から学校貢献に対する動機づけに正の
パスが示され，有能感欲求の充足（γ＝.37, p

＜.001）と生徒との関係性欲求の充足（γ＝.38, 
p＜.001）からボランティア活動に対する動機
づけに正のパスが示された。

考察

　本研究では，学校支援地域本部事業における
学校支援ボランティアが動機づけを保ち，積極
的に取り組むための条件について示唆を得るこ
とを目的としていた。そのために，学校支援ボ
ランティアの動機づけを支える要因として，自
律性，有能感，関係性という３つの心理的欲求
の充足の影響を検討した。以下に，本研究の結
果とそこから示唆される点について述べる。
　１つ目に，学校貢献に対する動機づけには，
自律性欲求の充足と生徒との関係性欲求の充足
が関連を示した。つまり，ボランティア活動に
おいて，自らの意思や自己決定によって学校に
かかわっているという感覚をもち，生徒とのあ
いだに親密なつながりを感じられるとき，学校
支援ボランティアは学校に貢献したいという動
機づけを維持できるといえる。Gagné（2003）
は，大学生ボランティアにおいて，他者からの
自律性支援が動機づけに影響することを明かに
している。ボランティア活動は，個々人の意思

に委ねられた自発的な活動であるため，そこで
自律性の感覚をもてることが動機づけにとって
重要な影響力をもつものと考えられる。また，
深尾他（2011）の調査では，地域の大人が子ど
もと積極的にかかわっていると感じている地域
住民ほど，学校支援活動をしたいと回答してお
り，生徒との直接的なかかわりが学校に貢献し
たいという意欲や動機づけを維持するうえで重
要な役割を果たしていると考えられる。
　２つ目に，ボランティア活動に対する動機づ
けには，有能感欲求の充足と生徒との関係性欲
求の充足が関連を示した。ボランティア活動そ
のものに対して動機づけを保つためには，まず
自分の得意なことで活動できていると感じるこ
とが重要であるといえる。また，学校支援に対
する動機づけと同様に，生徒とのあいだで関係
性の欲求が満たされることは，ボランティア活
動に対する動機づけにとっても影響力をもつと
考えられる。自分の得意な部分を活かして生徒
とかかわりながら活動をできているという感覚
が，学校支援ボランティアの動機づけを支える
のである。
　以上の結果から示唆されることは次の２点
である。１点目に，それぞれの学校支援ボラ
ンティアが，自分の特技を生かし，かつ自己
決定感をもてるようなかたちで，ボランティア
活動の担当を割り振るべきである。前者の自分
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.37***

.37***
.47**

.41***

.92*** .71***

自律性欲求の充足

生徒との

関係性欲求の充足

有能感欲求の充足

学校貢献

に対する動機づけ

ボランティア活動

に対する動機づけ

e1

e2

注．観測変数は省略した。＊＊p＜.01, ＊＊＊p＜.001

Figure 1　ボランティア活動における心理的欲求の充足が動機づけに影響するモデル
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の特技を生かせるようにという点は，学校支援
ボランティアと活動とのマッチングの問題であ
る。生涯学習活動を行っている地域住民は，そ
の多くが学習の成果を活用したいと考えており
（岩崎・松永，2011），自己の特技や能力を発揮
する場を求めていると考えられる。そのため，
個々人の特技や意向を踏まえたうえで，どのよ
うなボランティア活動に携わってもらうのがよ
いかを十分に検討し，事業全体として活動を組
織化することが必要である。２点目に，ボラン
ティア活動のなかで，可能な限り地域住民と学
校の生徒との交流の機会を増やすべきである。
例えば環境整備のように，学校支援ボランティ
アだけで実施可能な活動もあるかもしれない。
しかし，その場合でもなるべく生徒との交流の
なかで実施することが，学校支援ボランティア
の動機づけを維持するうえでは有効である。そ
のためには，教師が生徒に学校支援ボランティ
アの存在や活動について伝え，両者の関係をつ
なぐことが必要となる。
　これまでは学校支援地域本部事業が開始され
た初期の段階であったため，学校支援地域本部
を設定し，学校と地域をつないでくことに焦点
があてられていたと思われる。しかし，今後は
各地域によって定着しつつある事業を維持して
いくことが重要な課題となる。その過程では，
学校支援ボランティアの動機づけを維持してい
くための方策が不可欠となるだろう。洲脇・大
西（2011）は，学校支援地域本部事業のこれか
らの課題の１つにボランティアの確保を挙げて
いるが，すでに学校にかかわっている地域住民
の動機づけを支えていくことがこの課題の解決
にもつながるものと考えられる。本研究では，
ボランティア活動を通して学校に貢献しようと
いう動機づけとボランティア活動そのものに対
する動機づけに影響し得る心理的要因を明らか
にした。地域住民がボランティア活動をどのよ
うに経験しているかに注目し，自律性や有能
感，生徒との関係性をより豊富に感じられるよ
うな体制を整えていくことが，今後の事業を継
続していくうえで重要である。
　最後に研究上の課題を２点挙げる。１点目

に，より大規模なサンプル数で本研究の結果を
確認することである。本研究で分析対象とした
のは87名であり，一般化するには必ずしも十分
な数とはいえない。小数サンプルから理論的に
想定し得る関連性を見出しているものの，より
大規模なサンプル数で本研究と同様の結果が得
られるかを追認する必要がある。２点目に，そ
れぞれの心理的欲求を充足する経験の具体的な
内容を明らかにすることである。本研究では，
自律性や有能感，生徒との関係性といった心理
的欲求の充足が，学校支援ボランティアの動機
づけに影響している可能性が示された。しか
し，具体的にどのような経験や生徒とのかかわ
り方が，心理的欲求を満たすのかは明らかでは
ない。心理的欲求を満たし得るような，具体的
なボランティア活動のあり方を探っていくこと
が必要である。
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